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生に個人指導だけで毎日平均 3時間以上は必要であろう｡ これに加えて学部教育に週5-6時間は必要である｡ 大学､
学部運営に係わる教官も多い｡これを実行すれば､教官が研究者としては自殺に等 しいことになる｡良い研究が出来
なければ､良い大学院教育が出来ないことは当然であり､また研究時間が取れないと分かっている所に良い数学者が





















































































































































1)は我々が最も心配 しているところである｡ 試験の成績では上位にある者が ｢数学者になるよりも実社会で活躍
したいから｣と言って､B-コースに入ってきていることと､教育目標としてのB-コースを第-志望にしてくる学
生も出てきているので､もう少し様子を見たいと考えている｡ 民間会社に就職 した者の実績､B-コースから博士後
期課程に進学する者がどの程度出るかにも依るだろう｡
2)については､今年度に開講する ｢展望講義｣がどの程度機能するかを注視したい｡3)はこれから出てくる例
を解決しながら経験を積んで行くしか仕方ないであろう｡ 4)はコース制の基本に関わる問題をはらんでいる｡｢B-
コ-スといわずに､専修コースにして､数学者になることを少 しでも望んでいる学生は受け入れないことにすべきで
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ある｣とか ｢A-コースを第-志望にしていて､B-コースとしてしか受け入れられないが､成績が上位の者は意図
的に落とすことにすれば､その学生は他の大学院-行くはずである｣などという意見もある｡他の大学院がこれから
どの様に展開していくかにも依ることであり､全国的な規模で考えるべきであろう｡
いずれにしろ､重点化の枠組みの中での大学院教育システムとして､今のコース制が良い方向-成熟していくかど
うか､必要な手直しをしながら､数年は見守りたいと思う｡
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